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田 爛 鱒 i
らの資料を展示する「豊陵資料
室」。同窓会の豊陵会力渇0周年
を記念して開設した。

資料室には、1925年に皇居前

で撮影された修学旅行中の生徒
たちの集合写真のほか、試験用

紙や教材などを印刷するために

使った謄写機、運動部の優勝旗
など約300点を展示。大正から

現代までの歴史を振り返ること

ができる。

管理している同窓生

の浅井由彦さん(82)は

同校 の元 日本 史教 諭

で 、「昭和 史 や教育

史、郷土史としても学
べる。多くの人に見て

もらいたい」と話す。

一般の見学も可能。問

い合わせは豊陵会事務

拝肇 (060684904973)
へ 。

凩 黎舞篤鍵
のが、課外授業の「T

OEFL(卜 ‐フリレ)コ ‐ス」。

英語教諭ら 4人が「リスニン

グ」や「スピ‐キング」などを

分担し、受験に向けて熱心に指

導している。

TOEFLは英語圏の大学など
への留学希望者の英語力を測る

試験で「読む」「聴く」「書
く」「話す」の 4技能が求めら
れる。生徒に生きた英語力を身
につけてもらおうとコースを設

け、 約20人力鶏参加す′6。

週 4日 、放課後の30分

ま から1時間の特訓で、3

年生の夏まで続ける。受

験 は 2年生 か らの予定

だ。大橋佳奈 さん (1
年 )は「東京五輪がある

ので、英語で会話できる

ようになりたいと思 って

参加した。内容は難しい

が、瀾張りたい」。

平家物語をセ功 にゝ情

感 豊 か に読 み上 げ る

か。クラス対抗で発声

の巧みさを競 う 畔 読杏職」

に、国語教師らが取 り組んでい

る。

参加するのは 1年生で、毎年

11月中旬に武道場で開かれる。

古文と漢文の独自教材「豊高古

典Jに載せた、平家物語の下節

「木曽の最期」をクラス金員で

読む。

担当の綾城幸則教諭 (55)は
「古典の魅力を体で味わつて欲

しい」と群読の狙 いを話

す。合戦に向け、休み時間

などを利用して 3週間にわ

たって練習する。発声のタ

イミングや表現力が優れた

クラスが表彰される。

昨年度の優勝クラスで リ
ーダー役を務めた江原愛実

さんと藤田瑞菜さん (2年 )

は「みんなの伸が深まり、

古典が身近になりました」。


